
昨
年
５
月
に

予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、

雨
天
で
中
止

に
な
り
、
今
、

日
本
で
一
番

住
み
た
い
田

舎
朝
来
市
に

あ
る
天
空
の

城
で
有
名
な

「
竹
田
城
」

見
物
を
挙
行

し
ま
し
た
。

朝
７
時
に
Ｊ

Ｒ
加
古
川
駅

に
集
合
し
、

利
便
性
を
考

慮
し
て
車
で

訪
問
し
ま
し

た
。
ま
ず
、

竹
田
城
の
全

景
を
見
る
た

め
に
、
雲
海
の
撮
影
場

所
で
あ
る
立
雲
峡
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
当
日

は
絶
好
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
す
っ
き
り
し
た
竹

田
城
の
全
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
竹
田
城
へ
向
か

う
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

の
あ
る
「
山
城
の
郷
」

に
車
を
駐
車
し
て
、
巡

回
バ
ス
に
乗
り
約
10
分

竹
田
城
跡
バ
ス
停
を
降

り
て
徒
歩
約
20
分
と
結

構
歩
い
て
、
竹
田
城
に

到
着
し
ま
し
た
。
標
高

３
５
３
．
７
メ
ー
ト
ル

の
山
頂
に
位
置
し
、
嘉

吉
３
年
（
１
４
１
３
）

に
但
馬
の
守
護
大
名
山

宗
全
が
基
礎
を
築
い
た

と
さ
れ
、
太
田
垣
氏
が

７
代
に
わ
た
っ
て
城
主

と
な
り
ま
し
た
が
、
織

田
信
長
の
命
に
よ
る
秀

吉
の
但
馬
征
伐
で
天
正

８
年
（
１
５
８
０
）
に

落
城
。
最
後
の
城
主
・

赤
松
広
秀
が
豪
壮
な
石

積
み
の
城
郭
を
整
備
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

平
成
１
年
（
１
９
８
９
）

に
映
画
「
天
と
地
」
撮

影
ロ
ケ
現
場
と
な
り
、

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

に
日
本
１
０
０
名
城
に

選
定
さ
れ
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
よ
く
晴
れ
た

早
朝
に
発
生
す
る
早
朝

の
朝
霧
に
発
生
し
雲
海

に
包
ま
れ
た
竹
田
城
跡

は
、
「
東
洋
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
」
と
呼
ば
れ
、

今
や
観
光
の
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

千
畳
敷
で
集
合
写
真
の

撮
影
を
お
願
い
し
た
宝

塚
か
ら
来
た
ご
家
族
の

奥
様
が
何
と
奇
遇
に
も

母
校
の
Ｏ
Ｇ
で
し
た
。

次
に
昼
食
は
、
地
元
が

本
店
の
「
播
磨
屋
本
店
」

の
食
事
処
で
「
釜
揚
げ

う
ど
ん
」
を
食
し
、
播

磨
焼
き
の
お
土
産
も
購

入
し
て
、
次
の
生
野
銀

山
に
向
か
い
ま
し
た
。

生
野
銀
山
は
大
同
２
年

（
８
０
７
）
に
発
見
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
室

町
年
間
の
天
文
11

年

（
１
５
４
２
）
に
は
山

名
祐
豊
時
代
に
銀
鉱
脈

の
本
格
的
な
採
掘
が
始

ま
り
、

→
以
下
次
頁
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発行所

大阪経済大学

同窓会

大樟会

東播磨支部

発行人

福田敏裕

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

天空の城『竹田城』ウォーキング！！
平
成
28

年
10

月
23

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
再
建
6
回
目
の

同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

皆
様
は
、
お
友
達
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ

る
っ
て
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
：

東
京
田
村
加
古
川
店

（
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
４
階
）

下
の
画
像
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
懐
石
料
理
で
有

名
で
す
。

時
間
：

10
：
00
受
付
開
始

10
：
30
総
会

11
：
00
講
演

12
：
00
懇
親
会

東
播
磨
支
部
活
動
！

再
建
6
回
目
支
部
同
窓
会
開
催

平
成
28
年
5
月
15
日
（
日
）
今
、
日
本
で
一
番
住
み

た
い
朝
来
市
に
あ
る
「
竹
田
城
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
絶
景
で
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
東

播
磨
支
部
の
会
員
の
方
々

に
役
に
立
つ
耳
よ
り
な

情
報
（
グ
ル
メ
・
観
光
・

買
い
物
な
ど
）
を
特
集

し
て
い
き
ま
す
。

第
4
号
は
、
東
播
磨
支

部
副
支
部
長
の
山
本

（
35
回
卒
業
）
が
食
レ

ポ
し
ま
す
。

高
砂
市
に
あ
る
創
作
和

料
理
「
眉
月
」
を
紹
介

し
ま
す
。

田
の
中
に
車
10
台
ほ
ど

の
駐
車
場
と
ご
主
人
の

手
作
り
焼
き
物
の
器
に

創
作
和
料
理
で
女
性
の

方
に
大
人
気
の
「
眉
月
」

さ
ん
で
す
。
店
内
は
民

家
を
改
装
し
て
小
部
屋

風
に
分
か
れ
た
い
つ
も

お
客
様
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
お
箸
入
れ
も
そ
れ

ぞ
れ
一
言
ず
つ
言
葉
が

入
り
、
食
事
の
前
に
言

葉
で
楽
し
ま
せ
て
頂
き

ま
す
「
か
つ
め
し

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
6
号
は
、
「
食
レ
ポ
」
し
ま
す

加古川プラザホテル

世

の

中

狭

い

！

（
次
頁
に
続
く
）

千
畳
敷
で
天
守
閣
バ
ッ
ク

南
二
の
丸
で
竹
田
町
バ
ッ
ク

播

磨

屋

本

店

！



織
田
・
豊
臣
の
各
時
代

を
経
て
、
江
戸
時
代
に

幕
府
が
「
銀
山
奉
行
」

を
設

置
し

、
そ

の
後

「
生
野
代
官
」
が
置
か

れ
、
生
野
銀
山
の
最
盛

期
を
迎
え
ま
す
。

明
治
元
年
に
フ
ラ
ン
ス

人
技
師
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
コ
ァ
ニ
ェ
が

着
任
し
、
軌
道
や
捲
揚

機
な
ど
を
新
設
し
、
近

代
化
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
明
治
22
年
に
宮
内

庁
御
料
局
の
所
管
へ
移

さ
れ
、
明
治
28
年
に
三

菱
合
資
会
社
へ
払
い
下

げ
ら
れ
、
国
内
有
数
の

大
鉱
山
と
な
り
ま
し
た

が
、
昭
和
48
年
に
閉
山

し
、
長
い
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
間

に
掘
り
進
ん
だ
坑
道
の

総
延
長
は
３
５
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ

は
８
８
０
メ
ー
ト
ル
、

採
掘
し
た
鉱
石
の
種
類

は
７
０
種
以
上
に
及
ん

で
い
ま
す
。

坑
内
の
平
均
温
度
は
年

間
を
通
し
て
、
13
℃
で
、

ワ
イ
ン
の
醸
造
に
最
適

で
し
た
。

こ
の
後
、
生
誕
１
０
０

周
年
記
念
の
地
元
出
身

の
映
画
俳
優
「
志
村
喬
」

記
念
館
を
訪
問
し
て
、

帰
路
最
後
に
、
今
噂
の

福
崎
町
に
あ
る
民
俗
学

者
柳
田
国
男
記
念
館
や

辻
川
山
の
た
め
池
に
出

没
す
る
カ
ッ
パ
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
故
障
の

看
板
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
非
常
に
リ
ア
ル
な

カ
ッ
パ
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
老
若
男

女
を
問
わ
ず
に
た
く
さ

ん
の
人
で
し
た
。

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

ま
す
。
是
非
一
度
、
奥

様
同
伴
で
訪
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。

場
所

高
砂
市
米
田
町

島
４
１
３
の
１

店
名

創
作
和
料
理

眉
月

電
話

079-431-7380

日
曜
祭
日
休
み

営
業
時
間

11:30

～14:00

第
４
号
よ
り
、
「
大
樟

会
東
播
磨
支
部
会
員
紹

介
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
会
員
相
互

理
解
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
会
員
各
位
が
自

己
紹
介
を
し
て
、
学
生

時
代
の
懐
か
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
現
状
の
自
己

Ｐ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
、
将
来

の
展
望
や
東
播
磨
支
部

に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

会
員
各
位
の
皆
様
方
に
、

是
非
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
全
員
の
方
々

に
順
番
に
レ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
３
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
年
功
序
列

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
名
の
方
に
寄
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
田
中
武
久
様

次
ペ
ー
ジ
に
紹
介
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
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坑
内
温
度
は
13
℃
！

「
東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト
」
続
き

会

員

紹

介

コ

ー

ナ

ー



①
回
卒
：
昭
和
41

年

（
１
９
６
６
年
）
32
回

卒②
住
所
：
〒675-0347

加
古
川
市
志
方
町
氷
室

１
９
６

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
５
２-

０
３
４
７

④
職
業
：
米
穀
小
売
業

⑤
趣
味:

魚
釣
・
料
理

⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド入
学
日
に
応
援
団
に
入

り
、
学
校
に
は
毎
日
９

時
に
登
校
し
、
正
門
か

ら
通
用
門
の
間
を
竹
ほ

う
き
で
の
掃
除
が
１
回

生
の
仕
事
で
し
た
。
同

期
生
20
名
、
誰
か
が
失

敗
す
る
と
連
帯
責
任
の

ビ
ン
タ
と
か
正
座
の
毎

日
で
し
た
。
早
く
上
級

生
に
な
り
た
か
っ
た
で

す
ね
。
親
衛
隊
の
仕
事

の
一
つ
に
応
援
団
旗
の

修
理
が
あ
り
、
母
親
に

修
理
を
し
て
も
ら
い
、

日
頃
の
う
っ
憤
を
晴
ら

す
た
め
、
団
旗
の
上
に

大
の
字
に
な
り
気
分
を

晴
ら
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

⑦
現
在
の
状
況

長
い
間
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
経
験
が
で
き
て
、

元
気
で
あ
る
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
す
。

⑧
将
来
の
希
望
・
展
望

や
東
播
磨
支
部
に
期
待

す
る
こ
と

で
き
る
だ
け
若
い
人
が

多
く
集
い
、
東
播
磨
支

部
が
発
展
す
る
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。
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NO.
5
：
田
中

武
久


